
（県連－様式５）

H29 H30 R1 R2

受託業務・地域振興事業の見直しのみならず、指導業務の見直しや業務の効率化を行う必要がある。

４．今後の対応方針（改善点）

商工会業務（経営改善普及事業）の抜本的な見直しを行う。

〈コスト縮減に向けた具体的な取組内容または取り組んでいない理由〉

受託事業や地域振興事業の見直しにより、各商工会の事業運営の効率化につながっている。

２．総合評価・理由   A（順調）３つの観点の評価結果が すべてa判定の場合   B（概ね順調）Ａ、Ｃ以外の場合   C（改善が必要）３つの観点の評価結果がｃ判定２つ以上の場合 Ｂ

「受託業務・地域振興事業評価の実施要領」に基づき既存事業の整理を支援し、創生プランスタート時（平成29年4月)に128件あった事業を103件に整理することができた。また市町村からの委
託による新型コロナ関連事業・商品券事業を行う商工会に対して個別支援を行った。

３．課題

【有効性の観点】　事業目標の達成状況                                          【取組評価】の有効性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） b

〈事業の目標は達成されているかどうか〉

これまで、全県で25件の事業削減が行われており、各商工会で見直しの検討が進んでいる。

【効率性の観点】　コスト（金銭・時間・人材）縮減のための取組状況       【取組評価】の効率性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） b

【事業評価】

１．３つの観点からの評価

【必要性の観点】　現状の課題に照らした妥当性                               【取組評価】の必要性が　a（すべてa判定の場合）　　ｂ（a,c以外の場合）　　ｃ（ｃ判定6割以上の場合） b

〈評価の理由〉

新型コロナ対策施策に係る市町村からの受託事業等が増える中で、既存の受託業務・地域振興事業の見直しを行い、事業者にとって必要な支援や事業に重点を置きながら取り組んでいく必
要がある。

達成度達成度 a a a a a

達成率達成率 100% 100% 100% 100% 100%

達成度

達成率

実績実績 21 21 21 21 21

目標目標 21 21 21 21 21

実績

目標

年度 H29 H30 R1 R2 R3年度 H29 H30 R1 R2 R3年度 H29 H30 R1 R2 R3

指標名 支援件数 指標名 指標名

評価指標と実績　　　達成度：　a（達成率が100％以上）、b（100％未満80％以上）、ｃ（80％未満）

取組コード 94 取組コード 取組コード

Ｂ94 事業見直し支援件数 創生プランスタート時（平成29年4月)から計25件の事業が見直されている。 b a b

総合評価

93 事業整理支援
商工会実態調査の結果を分析するとともに、既存事業や市町村から委託された新型
コロナ関連事業等の取組について個別支援を行った。 b b b Ｂ

既存事業の整理のために商工会実態調査の分析や、市町村からの委託による新型コロナ関連事業・商品券事業を行う商工会に対して実施要領に基づき個別支援を行った。

４．昨年度の評価（対応方針）に対する対応

各商工会の受託業務・地域振興事業に関する取組状況を調査し、それぞれの地域事情等に応じた個別具体的な現地支援を行う。

【取組評価】

取組コード 取組 実績 必要性 有効性 効率性

３．これまでの評価結果 過年度 Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

受託業務・地域振興事業の見直し指針の策定

【事業内容】

１．事業実施当初の背景

商工会における各種団体の受託業務や地域イベントについては、業務量の多さや一時期に集中することなどから、商工会の本来業務である個社支援への影響を軽視できない状況に陥ること
もあるため、受託業務・地域振興事業の見直しが必要である。

２．事業のねらい

見直し指針（実施要領）に基づき、受託業務・地域振興事業の見直しを進め、事業整理を支援する。

担当部名 総務企画部 担当課名 創生プラン推進課 担当課長名 加藤のり子 施策コード 20 施策名
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